
第 53 号 令和 6年 2月 21 日

「 　清　梅　春　蘭　 」

大島　五雲  作（初代）

井波彫刻の歴史は瑞泉寺本堂再建（1763 年）のおり、東本願寺の御用彫刻師である前川
三四郎が派遣され、地元の北村七左衛門ら 4人が前川から彫刻の技法を習ったのが井波彫刻
のはじまりとされている。その後、代は進み田村次吉（12 代与八郎 1832 ～ 1886）の頃より
井波彫刻は、寺院彫刻から曳山彫刻、欄間彫刻へと優美さ繊細さを増しながら浸透していった。
神戸市にある（公）竹中大工道具館において令和 5年 9 月 30 日から 12 月 3 日まで「井波
彫刻―物語を彫る」というテーマの展覧会が開催され、本館所有の初代大島五雲作の「清梅
春蘭」：上掲写真、他 1点も展示された。
大島五雲（五三郎・五作 1861 ～ 1937）は、田村次吉の弟子で本校創校当時の木彫科教職
員を 1950 年から 1ヶ年勤めたこともある。
また、この作品は 1915 年のサンフランシスコ万博に出品されたもので、緻密・精巧な梅の
花枝、蘭の花草を配しながら大胆な透かしを取り入れ空間の広がりと軽快さを強く感じさせ
る名品。

はぐくみ会だより（1）



各
賞
受
賞
者

青

井

大

賞
河
田
さ
く
ら
子（
新
　
湊
）

富
山
県
知
事
賞
小
原
　
好
稀
（
城
　
端
）

富
山
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

北
川
　
楓
生
（
城
　
端
）

最

優

秀

賞
高
森
　
優
亜
（
高
　
陵
）

優

秀

賞
二
上
　
　
凜
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大
　
門
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富
山
新
聞
社
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秀
賞

吉
田
　
朱
理
（
大
　
門
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チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
秀
賞

木
戸
　
匠
我
（
大
　
門
）

優

良

賞
松
本
　
朱
音
（
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杉
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優

良

賞
森
　
　
楓
駕
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五
　
位
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富
山
新
聞
社
優
良
賞

杉
山
唯
衣
花
（
戸
　
出
）

富
山
新
聞
社
優
良
賞

田
川
　
琴
音
（
石
　
動
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
良
賞

道
田
　
小
晴
（
志
貴
野
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
良
賞

若
木
　
彩
加
（
新
　
湊
）

佳

　

作
福
田
　
晃
靖
（
石
　
動
）

佳

　

作
田
邉
　
陽
規
（
出
　
町
）

佳

　

作
盛
田
　
真
愛
（
城
　
端
）

佳

　

作
辻
　
由
紀
乃
（
　
平
　
）

佳

　

作
松
澤
　
莉
子
（
出
　
町
）

佳

　

作
横
井
　
紗
瑛
（
庄
　
川
）

佳

　

作
宮
本
　
泰
人
（
出
　
町
）

佳

　

作
内
潟
サ
ク
ラ
（
石
　
動
）

佳

　

作
林
　
　
花
音
（
出
　
町
）

佳

　

作
宮
崎
　
真
衣
（
五
　
位
）

特

別

賞
小
田
原
木
花
（
高
　
陵
）

特

別

賞
御
器
谷
佑
太
（
大
　
谷
）

特

別

賞
中
村
明
日
香
（
出
　
町
）

第
30
回 

青
井
中
美
展

11
月
17
日（
金
）～

 

12
月
3
日（
日
）

　

県
内
39
校
の
中
学
校
か
ら
466
点
の
応
募
が
あ
り

250
点
が
入
選
し
た
。（
内
入
賞
は
26
点
）

　
（�

絵
画
部
門
248
点�

内
120
点
入
選
、
彫
刻
・
工
芸

部
門
114
点�
内
70
点
入
選
、
デ
ザ
イ
ン
部
門
104

点�

内
60
点
入
選
）

賞 科 課　　題　　名 氏　　　　　　　名

優　
　
　
　
　

秀

機　　 械 お掃除ロボット 上田　匠真・菊地　晄生・木村　琉意・二口　智成
本田　想真・森　　龍己

電子機械 鉄球運びゲームの製作 川原　大輝・関藤　慶太・草野　　翔・竹内　蒼志
仁岸　　歩・西淵　夏弥・張田　　翔

電　　 気 反射神経ゲーム 瀬藤　弘気・惣田　泰地・高橋　京佑・辻野　学史
原田　和弥

建　　 築 三種の糸が紡ぐ住まい 小牟田哩玖・一村　隼佑・小森　胡桃

土木環境 庭をＤＩＹしてみた！ 福田　一惺・塩谷　英樹・島　　優輝・山本　斗偉
吉田　愉鞍・渡辺　豹馬

工　　 芸 自在伊勢海老置物 浅野　咲都

デザイン・
絵画

感情と仲良くなろう大作戦！
～スクールカウンセリングを彩るために～ 林　　則希

令
和
5
年
度 

課
題
研
究
表
彰
者
一
覧

令和 5 年度  課題研究作品展 各学科で選ばれた作品を展示した。

● 富山県教育委員会教育長賞
�　「�暗闇の中の光�」
　南砺市立城端中学校
　２年　北川　楓生

● 富山県知事賞
�　「�僕の経歴�」
　南砺市立城端中学校
　３年　小原　好稀

● 青井大賞
�　「�15 の奏�」
　射水市立新湊中学校
　３年　河田さくら子

2月 17日（土）～ 3月 1日（金）

はぐくみ会だより （2）



7
月
８
日（
土
）～
7
月
28
日（
金
）

◆ 

同
窓
生
作
品
展
出
品
者
（
50
音
順
）

　
　

猪
原　
　

惟　

岩
城　

大
介　

太
田
紀
久
雄

　
　

大
村　

雅
章　

河
上　

健
三　

米
納　

睦
子

　
　

坂
井　
　

茂　

笹
波　

美
恵　

佐
藤
カ
オ
ル
子

６
月
10
日（
土
）～
6
月
25
日（
日
）

 

　

若
林　
　

斉

　

現
代
は
コ
ロ
ナ
禍
や
戦
争
な
ど
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
や
文
明
の
進
化
と
と
も
に
便
利
に
な
っ
た

反
面
複
雑
化
し
た
生
活
や
人
間
関
係
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が

増
加
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
ん
な
世
相
の
中
、

人
々
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
も
の
は
何
か
、
私
達
が
自
身
の

安
ら
ぎ
や
幸
せ
を
感
じ
る
た
め
に

何
を
見
直
さ
な
く
て
は
い
け
な
い

の
か
、
そ
れ
が
私
の
制
作
活
動
の

原
点
で
も
あ
り
ま
す
。

　

以
前
か
ら
癒
し
の
ア
ー
ト
と
し

て
の
空
間
造
形
を
手
掛
け
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
は
そ
れ
に
通
ず
る

「
施
無
畏
（
せ
む
い
）」
を
テ
ー
マ

に
制
作
致
し
ま
し
た
。
仏
像
の
手

の
ポ
ー
ズ
（
印
相
）
に
施
無
畏
印

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
印
に
は
「
恐
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
人
々
を
安
心
さ
せ
る
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
私
の
作
品
を
通
し
て
、
ひ
と
と
き
の
安

ら
ぎ
や
、
何
ら
か
の
気
付
き
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

来
場
者
の
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3
月
11
日（
土
）～
4
月
16
日（
日
）

 

36
Ｈ　

 

浅
野　

咲
都

　

私
は
工
芸
科
作
品
展
に
作
品
を
出
品
す
る
に
あ
た
り
動

物
の
打
ち
出
し
・
鍛
金
パ
ネ
ル
を
が
ん
ば
っ
て
製
作
し
ま

し
た
。

　

私
は
動
物
の
パ
ネ
ル
を
作
る
時
、
何
を
モ
チ
ー
フ
に
し

よ
う
か
と
て
も
迷
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
先
生
が
好
き
な

カ
メ
レ
オ
ン
は
質
感
や
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
が
お
も
し
ろ
い
と

い
う
こ
と
で
カ
メ
レ
オ
ン
を
製
作
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
カ
メ
レ
オ
ン
の
打
ち
出
し
は
思
っ
た
よ
う
に
上

手
く
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
体
の
構
造
が
複
雑
だ
っ
た
り
、

目
の
迫
力
が
出
な
か
っ
た
り
し
て
製
作
に
苦
戦
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
常
に
パ
ソ
コ
ン
を
隣

に
置
き
形
が
お
か
し
く
な
い
か
、
バ

ラ
ン
ス
は
合
っ
て
い
る
か
な
ど
を
確

認
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
自
分
の
思
っ
た
カ

メ
レ
オ
ン
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
私
は
、
こ
の
動
物
の
鍛
金

パ
ネ
ル
の
製
作
を
通
し
て
打
ち
出
し
の
ス
キ
ル
、
モ
チ
ー

フ
を
観
察
す
る
力
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
次
の
作
品
も
動

物
の
予
定
な
の
で
こ
の
力
を
い
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 

36
Ｈ　

浦　
　

史
樺

　

工
芸
作
品
展
を
見
て
生
徒
の
努
力
の
成
果
が
伝
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
作
品
展
で
は
、
工
芸
生
徒
が
実
習
の
授
業
や

部
活
動
を
通
し
て
作
り
上
げ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
芸
科
の
三
年
生
は
木
工
の
角
椅
子
・
金
工
の
銅
板
鍛

金
・
漆
の
お
ぼ
ん
の
他
に
、
工
芸
計
画
で
の
作
品
を
展
示

し
ま
し
た
。
作
品
案
か
ら
現
物
を
作
る
作
業
ま
で
す
べ
て

の
工
程
を
生
徒
が
行
っ
た
作
品
は
、
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い

出
来
栄
え
で
す
。
そ
の
中
に
は
第
三
十
六
回
工
業
技
術
論

文
発
表
会
（
ミ
ラ
コ
ン
二
〇
二
三
）
に
て
最
優
秀
賞
を
獲

得
し
た
作
品
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
廃
木
材
で
作
ら
れ

た
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
何
度
も
木
の
組
み
方
を
考
え
自

12
月
10
日（
日
）～
1
月
8
日（
月・祝
）

 

富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
3
年　

竹
田
ひ
よ
り

　

昨
年
の
12
月
10
日
か
ら
今
年
の

１
月
８
日
ま
で
青
井
記
念
館
美
術

館
で
展
示
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
美
術
館
の
ご
担
当
者
様
と

は
準
備
段
階
か
ら
何
度
か
連
絡
を

と
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
数
々
の
ご

協
力
の
も
と
無
事
に
展
覧
会
を
開

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
高
岡
工
芸
高
校
デ
ザ
イ
ン
・

絵
画
科
出
身
で
あ
り
、
青
井
記
念

館
美
術
館
と
い
う
思
い
出
深
い
場

所
で
行
っ
た
今
回
の
展
示
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
り

ま
し
た
。
高
校
時
代
に
は
、
新
入
生
の
歓
迎
会
や
、
富
山

大
学
の
学
生
さ
ん
と
協
力
し
た
制
作
、
卒
業
制
作
の
発
表

会
な
ど
の
際
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー

や
Ｄ
Ｍ
の
制
作
、
展
示
計
画
の
立
案
な
ど
、
今
回
の
展
示

に
通
ず
る
こ
と
を
経
験
し
て
い
た
た
め
、
展
示
の
準
備
を

し
な
が
ら
自
身
の
成
長
を
感
じ
る
瞬
間
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

展
示
作
品
の
配
置
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
出

品
者
の
学
生
、
教
員
の
全
員
で
決
定
し
ま
し
た
。
消
火
器

や
非
常
口
の
案
内
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
条
件
の
中
で
、

よ
り
魅
力
的
な
配
置
に
す
る
た
め
に
、
隣
り
合
う
作
品
、

向
か
い
合
う
作
品
同
士
が
引
き
立
て
合
う
よ
う
、
色
彩
に

企
画
展

同
窓
生
作
品
展　
～
教
職
員
・
卒
業
生
～

工
芸
科
作
品
展2023

施
無
畏（
せ
む
い
）　
映
像
に
よ
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
展

富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
絵
画
分
野
選
抜
展

　
　

炭
谷　

尚
夫　

高
橋　

晴
美　

寺
腰　

健
一

　
　

豊
本　

外
良　

中
山　

裕
晃　

般
若　
　

保

　
　

渡
辺　

敏
彦　

寺　
　

直
彦　

大
野　

賀
世

　
　

六
渡　
　

満　

中
嶋　

真
也�

◆ 

教
職
員
出
品
（
50
音
順
）　

　
　

城
石　

和
良　

鈴
木
甲
一
郎

　
　

菅
原　
　

幸　

石
黒　

律
子

◆ 

同
時
開
催

　
　
高
岡
市
展　

受
賞
入
選
作
品

在
に
曲
が
る
よ
う
に
試
行
錯
誤
し
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
作
っ

た
作
品
を
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て
い
た
だ
け
た
と
思
う
と
、

と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
の
作
品
に
は一年
間
の
努
力
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
私
は
、
努
力
し
た
事
が
形
と
し
て
残
せ
る
点
が
工
芸

の
す
ば
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

はぐくみ会だより（3） はぐくみ会だより（3）



第151回 第150回

第152回

大
野
賀
世　
作
品
展

4
月
29
日（
土
）～
5
月
21
日（
日
）

 

大
野　

賀
世(

Ｈ
26　

デ
ザ
イ
ン
・
絵
画
科
卒)

　

こ
の
た
び
は
、
高
校
時
代
の
恩
師
に
お
声
が

け
い
た
だ
い
た
ご
縁
で
、
青
井
記
念
館
美
術
館
と
い
う

懐
か
し
い
場
所
で
初
個
展
を
開
催
で
き
、
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
会
場
に
は
、
幼

少
期
か
ら
現
在
ま
で
の
主
要
絵
本
11

点
を
中
心
に
、
デ
ジ
タ
ル
イ
ラ
ス
ト

32
点
や
大
学
の
卒
業
制
作
の
短
編
ク

レ
イ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
等
を
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

両
親
が
芸
術
家
で
子
供
の
頃
か
ら

芸
術
が
身
近
に
あ
り
、
特
に
絵
本
が

大
好
き
で
ず
っ
と
絵
本
を
作
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
現

在
、
絵
本
作
家
に
な
る
夢
を
追
い
か
け
な
が
ら
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
・
映
像
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て

お
り
ま
す
が
、
自
分
の
作
品
、
特
に
絵
本
を
沢
山
の
方

に
見
て
い
た
だ
く
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

今
回
の
個
展
で
初
め
て
そ
の
よ
う
な
場
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
や
作
品
を
見
に
来

て
下
さ
る
お
客
様
が
い
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感

い
た
し
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
絵
本
作
家
を
目
指
し
て
、
見
て
く
だ
さ

る
方
の
心
に
少
し
で
も
幸
せ
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
な

作
品
を
作
れ
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

寺
直
彦
木
創
展

　
～ 

富
山
木
象
嵌
工
芸
会
作
品
展
～

4
月
29
日（
土
）～
5
月
21
日（
日
）

 

寺　
　

直
彦
（
Ｓ
61　

工
芸
科
卒)

　

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
、
お
陰
様
を
も
ち
ま

し
て
四
回
目
の
木
創
展
、
二
回
目
の
木
象
嵌
作
品
展
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
期
間
中
、
多
く
の
方

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
回

は
在
校
生
の
生
徒
さ
ん
に
教
養
講

座
と
し
て
、
私
の
作
品
制
作
に
つ

い
て
、
及
び
、
県
指
定
の
伝
統
工

芸
で
あ
る
富
山
木
象
嵌
に
つ
い
て

の
お
話
を
す
る
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

不
慣
れ
な
た
め
説
明
に
至
ら
な

い
点
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
興
味
を
持
た
れ
た
生
徒
さ
ん

か
ら
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
作
品
は
イ
メ
ー
ジ

だ
け
で
作
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
の
問
い
に
、
設
計
図

は
な
く
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
作
っ
て
い
る
と
お
答
え
し
ま

し
た
。
ま
た
、
制
作
の
途
中
で
行
き
詰
る
と
、
し
ば
ら

く
眺
め
て
イ
メ
ー
ジ
を
整
理
し
た
り
、
他
の
作
業
を
す

る
な
ど
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、
模
索
し
な
が
ら
納
得

の
い
く
フ
ォ
ル
ム
が
出
来
上
が
る
ま
で
仕
上
げ
て
い
く

こ
と
を
お
話
し
ま
し
た
。

　

富
山
木
象
嵌
に
つ
い
て
は
家
内
の
方
か
ら
、
草
分
け

で
あ
る
中
島
杢
堂
先
生
が
県
立
工
芸
高
校
（
現
高
岡
工

芸
高
校
）
を
卒
業
し
た
縁
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
木
象
嵌

の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

お
話
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
高
校
生
時
代
を
懐

か
し
く
思
い
出
し
つ
つ
、
若
い
生
徒
さ
ん
か
ら
元
気
を

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
新
た
な
挑
戦
の
気
持
ち
が
湧
い

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
作
品
展
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
借
り
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

〔  

Ｗ
Ｈ
Ｏ　
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
？  

〕

　
　
中
島
真
也　
写
真
展

6
月
10
日（
土
）～
6
月
25
日（
日
）

 

中
島　

真
也
（
Ｈ
27　

デ
ザ
イ
ン
・
絵
画
科
卒)

　

青
井
記
念
館
美
術
館
で
の
展
示
は
、
今
回
が
初
め
て

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

1
月
20
日（
土
）～
2
月
12
日（
月・祝
）

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
に
参
加
し
て
」 

37
Ｈ　

沼
田　

一
路

　

毎
年
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
で
は
デ
ザ
イ
ン
・
絵
画
科
全
学

年
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
・
２
年
生
は
１
年
間

実
習
で
制
作
し
た
作
品
、
３
年
生
は
課
題
研
究
作
品
展
の

ポ
ス
タ
ー
が
主
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
自
主
制
作

品
も
多
く
展
示
さ
れ
て
お
り
、
観
て
い
て
飽
き
る
こ
と
な

く
楽
し
め
る
と
感
じ
ま
し
た
。
１
・
２
年
生
の
時
は
自
身
の

作
品
を
観
て
も
ら
え
る
こ
と
の
喜
び
と
、
先
輩
方
の
作
品

に
感
動
し
ま
し
た
。
３
年
生
に
な
っ
た
今
で
は
、
過
去
に

自
分
が
取
り
組
ん
だ
課
題
を
観
て
、
懐
か
し
さ
と
共
に
３

年
間
学
ん
だ
上
で
、
も
う
一
度
同
じ
課
題
に
取
り
組
ん
で

み
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
１
・
２
年
生
の
作
品
か
ら
は
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
感
じ
ら
れ
る
独
創
的
な
デ
ザ
イ
ン

や
ア
イ
デ
ア
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
を
通

し
て
デ
ザ
イ
ン
・
絵
画
科
は
学
年
関
係
な
く
、
様
々
な
刺

激
を
貰
え
る
素
晴
ら
し
い
学
科
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
作
品
を
観
て
刺
激
を
貰
お

う
と
思
う
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
先
も
、
高
い
意

識
を
持
っ
て
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
8
回
デ
ザ
イ
ン・絵
画
科　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ

重
点
を
置
い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
異
な
る
感
性

を
持
つ
者
同
士
で
配
置
を
考
え
る
と
意
見
が
食
い
違
う
場

面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
が
遠
慮
せ
ず
意
見
を
出

し
合
っ
た
結
果
、
全
員
が
納
得
の
い
く
配
置
、
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
今
回
の
展
示
は
、
高
校
時
代
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
自
身
の
成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
異
な
る
感
性
を
持
つ
仲
間
同
士
で
の
話
し
合
い
の
中

で
自
分
の
感
性
や
作
品
の
特
徴
を
見
つ
め
な
お
す
大
変
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
作
品
と

の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
制
作
活
動
に
励
ん
で
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

はぐくみ会だより （4）はぐくみ会だより （4）



第154回

第153回 と
な
り
ま
す
。
お
声
が
け
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

今
回
の
写
真
展
は
、
将
来
に

つ
い
て
自
分
が
特
に
思
い
悩
ん

だ
時
期
や
、
行
動
に
迷
い
が
あ

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
撮
影
し
た
写

真
を
集
め
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル

写
真
と
フ
ィ
ル
ム
写
真
を
混
合
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

記
録
と
し
て
の
写
真
で
は
な
く
、
よ
り
グ
ラ
フ
ィ
カ

ル
で
概
念
的
な
観
点
で
作
品
を
選
び
ま
し
た
。

　
「
曖
昧
」
と
い
う
メ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の
元
、
第
三

者
が
観
て
各
々
で
想
起
す
る
こ
と
で
完
成
す
る
作
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
に
聞
い
た
「
ま
ず
構
図
！
」
と
い
う
、
あ

る
先
生
の
一
言
は
今
で
も
覚
え
て
い
て
、
そ
の
言
葉
が

今
の
自
分
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
て
、
作
品
を
作

る
上
で
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
新
潟
、
東
京
等
と
住
居

を
転
々
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
長
野
県
に
拠
点
を
移
し
、
写
真
映
像
作
家

兼
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
忙
し

な
い
日
常
を
送
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
自
分
の
感

性
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
日
々
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。第

10
回　
工
芸
建
築
科
同
窓
会
・
作
品
展

9
月
3
日（
日
）～
9
月
24
日（
日
）

 
 

24
Ｈ　

名
田　
　

纏

　
　
「
建
築
科
同
窓
会
の
展
示
を
み
て
」

　

今
回
、
二
回
目
の
同
窓
会
作
品
展
を
見
ま
し

た
。
昨
年
見
た
時
と
ま
た
違
い
、
建
築
だ
け
で
な
く
、

工
芸
品
な
ど
も
少
し
混
ざ
っ
て
お
り
、
普
段
見
る
こ
と

の
な
い
も
の
も
見
れ
た
の
で
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、
特
に
印
象
的
だ
っ
た
作
品
は
、
大
野
建
築
設
計
事

務
所
さ
ん
の
「
町
家
建
築
の
再
生
」
で
す
。
こ
の
町
家

は
、
明
治
35
年
に
立
て
ら
れ
て
い
る
家
で
、
全
て
自
然

素
材
で
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
と
て
も
環
境
に
や
さ
し
い

造
り
で
す
。
し
か
し
、
今
は
昔
と
違
い
、
加
工
し
た
製

品
な
ど
、
様
々
な
素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
自
然
の
も
の
だ
け
で
つ
く
っ
た
建
築
、
様
々
な

素
材
を
組
み
合
わ
せ
て
つ
く
っ
た
建
築
。
ど
ち
ら
が
環

境
に
や
さ
し
く
、
良
い
建
築
な
の
か
、「
今
は
ど
う
だ

ろ
う
？
」
と
問
い
か
け
て
い
る
文
が
印
象
的
で
し
た
。　

他
に
も
「
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
ハ
ウ
ス
」
と
い
っ
た
作
品
な

ど
、
自
分
も
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
、
面
白
い
作
品

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
私
も
就
職
後
は
、
面
白
い

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
建
築
を
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

 

14
Ｈ　

細
川　

歌
那

　
　「
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
子
ど
も
園
」

　

建
築
科
同
窓
会
作
品
展
を
見
学
し
、
私
が
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
作
品
は
、「
た
か
の
す
認
定
子
ど
も
園
」

で
す
。
私
が
こ
の
作
品
パ
ネ
ル
を
見
て
最
初
に
感
じ
た

こ
と
は
、
こ
の
子
ど
も
園
に
通
え
る
子
ど
も
達
が
羨
ま

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
理
由
は
内
部
、
外
部
と
も
に

木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
木
の
ぬ
く
も
り
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
空
間
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
子
ど
も
園
に
通
う

子
ど
も
達
が
遊
び
や
す
く
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
な

工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、「
設
計
者
の
思
い
」

を
た
く
さ
ん
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
柱
や

梁
は
も
ち
ろ
ん
、
床
や
窓
枠
な
ど
に
も
木
を
使
用
し
、

身
近
に
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
こ
ど
も
園
に
と

て
も
興
味
を
も
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
以
上
児
と
未
満
児

で
異
な
る
空
間
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
空
間
に

よ
っ
て
構
造
方
式
を
変
え
、
子
ど
も
達
が
過
ご
し
や
す

い
空
間
に
し
て
い
る
と
い
う
設
計
者
の
子
ど
も
達
へ
の

思
い
や
り
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

　

私
も
将
来
、
建
築
物
を
使

う
人
の
こ
と
を
一
番
に
考
え
、

人
々
が
笑
顔
で
生
活
で
き
る

よ
う
な
空
間
を
設
計
し
た
い

と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

SA
C

HI

　
　
―
つ
く
り
た
い
を
か
た
ち
に
―

12
月
10
日（
日
）～
1
月
8
日（
月・祝
）

 

菅
原　
　

幸
（
Ｈ
14　

工
芸
科
卒)

　

２
０
２
３
年
12
月
10
日
か
ら
２
０
２
４
年
１

月
８
日
ま
で
個
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
展
の

経
験
は
何
度
か
あ
り
ま
し
た
が
、
一
人
で
行
う
展
覧
会

は
初
め
て
の
経
験
で
何
を
見
て
い
た
だ
け
ば
よ
い
の
か

と
て
も
悩
み
ま
し
た
。悩
ん
だ
末
、漆
を
メ
イ
ン
に
日
々

制
作
し
て
き
た
様
々
な
素
材
の
作
品
を
展
示
し
、
主
題

を
「
つ
く
り
た
い
を
カ
タ
チ
に
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
と
し
た
漆
の
作
品
は
高
校
生
か
ら
大
学
時

代
、
コ
ツ
コ
ツ
と
作
り
た
め
て
き
た
作
品
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
は
伝
統
工
芸
展
富
山

支
部
に
出
品
す
る
よ
う
に

な
り
、
高
岡
伝
統
の
勇
介

塗
り
の
技
法
を
用
い
た
作

品
も
今
回
の
作
品
展
に
飾

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
漆
の
作
品
を
展
示
す

る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う

に
使
っ
て
い
た
だ
く
か
わ

か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
小
物
や
植
物
な
ど
で
飾
っ
て

普
段
の
生
活
の
中
で
生
か
し
て
も
ら
え
る
漆
の
展
示
を

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
作
品
も
日
々
の
生
活
を
楽
し
く
し

て
く
れ
る
よ
う
な
小
さ
な
作
品
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

春
夏
秋
冬
季
節
の
雰
囲
気
に
合
わ
せ
た
花
の
飾
り
・
小

物
、天
井
か
ら
吊
り
下
げ
る
鳥
や
ク
ジ
ラ
の
モ
ビ
ー
ル
、

「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ぬ
い
ぐ

る
み
達
な
ど
色
鮮
や
か
に
な
る
よ
う
集
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
の
会
期
中
、
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
能
登
半
島
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
幸
い
美
術
館

も
私
自
身
の
自
宅
も
被
害
を
免
れ
ま
し
た
が
、
断
水
や

心
落
ち
着
か
な
い
時
期
に
展
覧
会
を
見
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。

はぐくみ会だより（5） はぐくみ会だより（5）



　

本
館
活
動
の
大
き
な
柱
の
１
つ
と
し
て
地
域
貢
献

（
収
蔵
品
公
開
、
地
域
作
家
招
待
な
ど
）・
現
役
生
支
援

事
業
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
以
下
の
展
示
が

行
わ
れ
た
。

  

収
蔵
作
品
展

 

7
月
8
日（
土
）～
7
月
28
日（
金
）

　
展
示
作
品 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

山
水
図
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

新
村
弥
三
郎

金　

鶏
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
島　

次
郎

銀
四
分
一
鹿
模
様
香
盒
…
…
…
…
…
…
…

加
納　

夏
雄

散
扇
金
銀
赤
銅
四
分
一
布
目
小
盆
…
…
…

作
者
名
不
明

ら
ん
ま
デ
ザ
イ
ン
下
絵
…
…
…
…
…
…
…

村　
　

金
平

鷲
打
出
額
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

松
村　

治
吉

唐
夫
人
置
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

本
保
吉
次
郎

天　

女
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

秦　
　

紹
世

唐
子
置
物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

嶌
村　

俊
明

渚
の
幻
想
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

尾
長　
　

保

堆
朱
香
卓
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

作
者
名
不
明

鳥
虫
、
唐
草
模
様
菓
子
器
（
七
角
形
）……

作
者
名
不
明

淡
黄
色
盛
金
薔
薇
沈
水
指
し
香
壷
…
…
…

作
者
名
不
明

手
炉
…
…
…
…
…
…
…
…
村
上
九
郎
作

び
わ
の
葉
に
蝸
牛
置
物
…
室
江
吉
兵
衛

狆
置
物
…
…
…
…
…
…
…
関　
　

義
平

双
鯛
彫
刻
漆
器
大
盆
…
…
納
富
介
次
郎

  

デ
ザ
イ
ン
研
究
部
展2023

　
　
　

D
ream

 C
ollection3

3
月
11
日（
土
）～
4
月
16
日（
日
）

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

37
Ｈ　

西
谷　

駆
琉（
部
長
）

　
　

デ
ザ
イ
ン
研
究
部
展
に
つ
い
て

　

今
回
の
デ
ザ
イ
ン
研
究
部
展
は
、
部
員
が
制
作
し
た
平

面
・
立
体
作
品
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｔ
チ
ー

ム
（T

ry

、
自
主
制
作
）
は
ア
ク
リ
ル
画
や
線
描
画
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
フ
ィ
ギ
ュア
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
Ｆ
チ
ー

ム
（
フ
ァッ
シ
ョン
）
は
デ
ザ
イ
ン
画
と
実
際
に
制
作
し
た
衣
装
、

小
物
類
を
展
示
し
ま
し
た
。
部
活
動
で
制
作
し
た
作
品
が
、

多
く
の
人
の
目
に
触
れ
る
数
少
な
い
機
会
だ
っ
た
の
で
、
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
部
員
た
ち
で
、
展
示
方
法
や

レ
イ
ア
ウ
ト
を
決
め
て
展
示
す
る
こ
と
で
、
部
員
全
員
が
作

品
に
愛
着
と
責
任
を
持
て
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
Ｆ
チ
ー
ム
で

は
作
品
の
テ
ー
マ
に
合
っ
た
展
示
方
法
と
な
る
よ
う
に
工
夫
し
、

小
物
や
飾
り
付
け
を
す
る
こ
と
で
空
間
演
出
に
も
こ
だ
わ
り
、

積
極
的
に
活
動
で
き
ま
し
た
。

　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

27
Ｈ　

土
佐　

真
央

　
　

デ
ザ
イ
ン
研
究
部
展
に
参
加
し
て　

　

私
は
今
回
の
デ
ザ
イ
ン
研
究
部
展
で
、童
話
の
「
赤
ず
き
ん
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
服
を
髙
木
柊
二
君
と
共
同
制
作
し
ま
し

た
。
髙
木
君
が
描
い
た
デ
ザ
イ
ン
画
を
元
に
、
２
人
で
た
く
さ

ん
話
し
合
っ
て
素
材
を
決
め
、
放
課
後
や
自
宅
な
ど
で
制
作
を

進
め
ま
し
た
。
私
は
服
を
リ
メ
イ
ク
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま

し
た
が
、
一か
ら
作
る
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
初
め
て
だ
っ
た

為
ど
ん
な
風
に
仕
上
が
る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が

制
作
期
間
は
と
て
も
楽
し
く
て
、「
次
は
こ
う
や
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年
は
２
人
で
の
制
作
で
し
た

が
、
次
回
は
１
人
で
１
着
を
制
作
し
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

尚
美
展
企
画
展
　 

　
～
文
化
部
作
品
展
～

10
月
1
日（
日
）～
10
月
29
日（
日
）

 

美
術
部　

27
Ｈ　

渡
辺　
　

楽

　

僕
は
今
回
、
青
井
記
念
館
美
術
館
で
行
わ
れ
た
尚
美
展

企
画
展
に
作
品
を
二
点
出
展
し
ま
し
た
。
今
年
は
４
年
ぶ

り
に
尚
美
展
が
通
常
規
模
で
開
催
さ
れ
た
た
め
、
生
徒
や

家
族
だ
け
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
作
品
を
見
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
展
示
し
た
の
は
「
食

肉
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
で
、
大
き
な
生
肉
の
塊
の
よ

う
な
立
体
作
品
と
、
後
ろ
に
そ
の
肉
の
塊
が
街
を
歩
き
回

る
映
像
を
流
す
と
い
う
展
示
方
法
を
採
用
し
ま
し
た
。
そ

し
て
今
回
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
感
想
や
ア
ド
バ
イ

ス
、
考
察
な
ど
を
書
い
て
も
ら
う
た
め
の
ノ
ー
ト
を
作
品

の
そ
ば
に
置
き
、
作
品
を
鑑
賞
し
た
方
々
に
記
入
し
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
を
し
ま
し
た
。
は
じ
め
の
う
ち
は
あ
ま

り
書
い
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
尚
美
展
が
進
む
に

つ
れ
て
ど
ん
ど
ん
書
い
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
細
か
な
考
察
を
書
い
て
く
れ
る
人
や
イ
ラ
ス
ト

付
き
で
コ
メ
ン
ト
し
て
く
れ
る
人
、
中
に
は
何
行
に
も
わ

た
っ
て
書
い
て
く
れ
る
人
な
ど
、
様
々
な
反
応
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
が
「
コ
ン
セ
プ
ト
が
何
か
気
に
な
る
」
と
い
う

感
想
で
す
。
作
品
を
作
る
と
き
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
か
な
り

大
切
に
し
て
い
る
の
で
そ
こ
に
注
目

し
て
も
ら
え
た
の
は
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
美
術
館
に
作
品
を
展

示
し
、
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う
機

会
を
頂
け
た
の
は
本
当
に
貴
重
な
経

験
で
し
た
。
ま
た
、
今
回
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
感
想
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
、
こ
れ
か
ら
の
作
品
制
作
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

工
芸
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

�

（
現
役
生
徒
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
）

　

現
役
生
徒
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
で
今
年
は

37
Ｈ
の
藤
川
裕
羽
さ
ん
が
展
示
を
行
っ
た
。

  

～
は
ば
た
け
未
来
へ
～　

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
富
山
会
展2

0
2
3

8
月
5
日（
土
）～
8
月
26
日（
土
）

　

初
め
ま
し
て
、
私
た
ち
は
工
芸
美
術
団
体
（
一社
）
現
代
工

芸
美
術
家
協
会
の
富
山
会
会
員
27
名
で
す
。
各
部
門
の
会
員

作
品
を
展
示
し
、
ご
覧
の
皆
様
に
工
芸
美
術
に
対
す
る
新
し
い

関
心
と
理
解
を
深
め
て
頂
き
た
く
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
21
日
間
で
４
３
０

名
余
り
の
方
に
ご
高
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
一
社
）
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
は
今
年
で

創
立
62
年
を
迎
え
、
創
立
者
に
は
工
芸
高

校
卒
業
生
の
山
崎
覚
太
郎
先
生
、
そ
の
後

大
角
勲
先
生
ら
を
輩
出
し
た
日
展
の
構
成

団
体
で
す
。
今
回
は
富
山
会
員
の
作
品
の
み

で
し
た
が
３
年
に
１
度
、
全
国
展
か
ら
抜
粋

さ
れ
た
作
品
と
我
々
の
作
品
を
合
わ
せ
た
展

覧
会
を
行
って
お
り
ま
す
。

　
特
別
企
画
展

はぐくみ会だより （6）はぐくみ会だより （6）

＊青井記念館のホームページを開設しております。
http://kogei-h.el.tym.ed.jp/

富
山
県
立
高
岡
工
芸
高
等
学
校

青
井
記
念
館
美
術
館
は
ぐ
く
み
会
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